
歴史時代の数千年間の人
間の環境へのインパクト、
すなわち土地被覆の変化
はどの程度のものだった
か？

それによって、気候すら変
えた可能性がある

現在の気候は変化した土
地被覆を境界条件として
成り立っているのではない
か？



森林の減少の歴史

・ヨーロッパでは森林減
少の反省が近代林学の
発展に繋がった



どんな手法があるか？

・モデル

・経験的な方法

１）現在の植生分布をマッピングする

　リモートセンシングによるフェノロジー解析

２）自然植生の復元

　気候と植生帯の関係

３）地域蒸発散量の計算

　現植生・土地被覆に基づく蒸発散量

　自然植生に基づく蒸発散量



現在では様々なグローバルデータセットがCD-ROMやオンラインで入手できる
ようになった

1) EDC-NESDIS Monthly Experimental Calibrated Global Vegetation Index
2) Leeman's Holdridge Life Zone
3) Legates and Willmott Annual Temperature
4) Legates and Willmott Annual Corrected Precipitation
5) Leemans and Cramer IIASA Mean Monthly Cloudiness
6) Matthews Seasonal Albedo
7) Global Elevation and Bathmetry(ETOPO5)

ネットサーフィンでデータを探してみよう！

上記のデータはここから
http://www.ngdc.noaa.gov/seg/eco/cdroms/gedii_b/go.htm
その他のデータはここから入ってみよう（データベースの項目）
http://wwwsv.cr.chiba-u.ac.jp/links_frame.html



現植生、土地被覆マップの作成法

１）吉良の温量指数

　月平均気温で５℃を超える温度を積算

２）ΣNDVI：年間のNDVIの積算値

　バイオマスの量により群系の判別

３）地理的位置

　地球は年々狭くなっている．わかっている情報は使う．

４）年降水量

５）月降水量が50mmを越える月数

　月降水量が50～100mmを下回ると植生は成長を止めるという経験的知識
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吉良の温量指数（吉良、1945）



クラスター分析により同じ季節変化をもっているグループに分類



様々なフェノロジー

ａ）中国華北平原の農地

ｂ）熱帯雨林

ｃ）熱帯季節林

ｄ）常緑広葉樹林

ｅ）落葉広葉樹林

ｆ）針葉樹林



クラスター分析により、64のクラスに分類

ラスター型GISの考え方により、各クラスご
とに、
　　・ΣNDVI
　　・温量指数WI
　　・Pa
　　・P50
を求め、クラスを決定

ラスター型GIS





利用できるグローバルデータ
セットを用いて、蒸発量を計算

・気温
・日照時間
・アルベド



モンスーンアジアの降水量
Leemans and Cramer IIASA mean monthly precipitation

 降水量の多い地域は北海道を除く
日本から中国南部、東南アジアに
かけて広がっている。インドの西
ガーツ山脈の西側、パンジャブから
アッサムにかけての地域は南西モ
ンスーンの風上斜面にあたり、アッ
サムのCherapunjiは世界最大の降
水量を記録した地点として有名であ
る。

　一方、多雨地域に囲まれて寡雨
地域も存在する。ミャンマーのマン
ダレー周辺やタイのチャオプラヤ河
の平野である。これらの地域は南
西モンスーン風上斜面の裏側、す
なわち風下側に位置する平野であ
り、これらの地域では降水量分布
の空間的勾配が極めて大きくなっ
ている。また、長江、黄河付近から
北西に向かう方向も降水量分布の
勾配が大きく、数百kmの距離で年
降水量が1000mm以上の湿潤地域
から年降水量600mm以下の半乾燥
地域へ変化している。このように、
狭い範囲で降水量が大きく変化す
ることがモンスーンアジアの特徴の
一つである。
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南西モンスーンの風上
斜面の多雨域、その背
後の乾燥地域

華中から華北方
面へ降水量減少
の勾配が大きい



モンスーンアジアの気温
Leemans and Cramer IIASA monthly surface air temperature
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東南アジアの気温は山岳
を除いてかなり均一で、お
おむね年平均気温25～26
℃の間にあることがある。
気温は高緯度側に向かっ
て徐々に低下しているが、
降水量は淮河付近を境とし
て極めて不連続に変化す
る。また、南西モンスーン
風上斜面と、背後の平野
の部分でも気温分布と降
水量分布の勾配に違いが
認められる。これによって
降水量と気温の関係が地
域によって異なり、モン
スーンアジアの多様性を形
成する原因の一つとなって
いる。



モンスーンアジアの地形

モンスーンアジアの地形の特徴は、標高差
が大きいことがまず挙げられる。また、大河
川の下流には大沖積平野が広がり、米作あ
るいは畑作地帯となっている。



現植生、土地被覆に基づく可能蒸発量分布



64のクラスに分類され、その土地被覆
が決定された

農地、草地と判別されたクラスでも、気
候条件からは森林が立地可能なクラス
がある

気候条件から元の森林を復元



気候と植生の関係は古くて
新しい課題



復元されたモンスーンアジアの植生



自然植生に基づいて計算された可能蒸発量



歴史時代に人間活動によって変化した可能蒸発量




